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数は14歳までに発症し（Kim-Cohen J. et al, 2003），思春期は精神障害の好発期であり，自殺が主要













































現される個別のストレス反応について BDI（Beck Depression Inventory）STAI（State-Trait 
Anxiety Inventory）などの尺度を使用するものや，全般的な健康状態を測定することを目的とした
GHQ（General Health Questionnaire），身 体 的 心 理 的 反 応 に つ い て は CMI（Cornell Medical 
Index）などが用いられてきた（e.g. 岡安ら，1992）。これらの尺度を使用してストレス反応を測定す











のストレス反応を測定する DSRS-C（Birleson Depression self-Rating Scale for Children）・CDI
（children’s Depression Inventory）・SAS-A（Social Anxiety Scale for Adolescents）（石川，2011）な
どがある。行動面に現れるストレス反応尺度としては，思春期の子どもはストレス反応を外在化す
る傾向と内在化する傾向の面から研究されており，Achenbach et al（1987）の YSR（Youth Self 







様々な年齢層において見受けられるが，特に若年層において頻度が高い（Shaffer et al, 1996）との報
告もあり，中学生向けのスクリーニングを行う際には重視する必要があるだろう。
　直接的に，自殺を予測する尺度としては，自殺の計画や実行を含めた自殺に関する考えや願望を
指す（Beck A.T. et al, 1979）自殺念慮尺度がある（Table.2）。国際的に使用されているものは，自殺
企図者の家族や本人に質問する SIS（Suicide Intent Scale）や必ずしも自殺企図歴がない者に対し
て臨床家が半構造化面接をおこなう SSI（Scale for Suicide Ideation），SSI を自己記入式にした
BSI（Beck Scale for Suicide Ideation）がある。他にも，広く若年層の利用ができる SIQ（Sicide 
Ideation Questionary）や中学生にも利用可能である短縮版 SIQ-Jr（Sicide Ideation Questionary-
Junior）がある。一方，日本で信頼性・妥当性が確認された尺度は，大塚らが SSI をもとに文化的な
Table.1　自己報告式ストレス反応尺度
























はないか」という抵抗（Reynolds et al 2006 ; Miller, D. N., et al 1999）をさけることができないとい
Table.2　自殺のリスク関連の尺度





































　現在，臨床的に自殺予防の領域で有用だとされている理論に自殺の対人関係理論（Joiner et al, 



































調査対象　首都圏 A 県 B 市の C 中学校に通う中学1年生を対象とした。中学生は，302名であった。















































の中で孤立を感じている項目に高い負荷量が示されていたため “ 孤立感 ” と命名した。第2因子は，
5項目で構成される。「何かに追い詰められているような感じがする」「何かしばられ自由に動けな
い感じがする」「何かせかされて生きている気がする」など追い詰められ身動きの取れないと感じて
いる項目に高い負荷量が示されていたため “ 制限・追い詰められ感 ” と命名した。第3因子は，5項
目で構成される。「何の役にもたたないつまらない人間だと思う」や「無用な人だと思う」など，自身
の無価値感を感じている項目に高い負荷量が示されていたため，“ 無価値感 ” と命名した。第4因
子は，12項目で構成される。「体がだるい」「疲れやすい」など疲労感や「体のあちこちが痛い」「頭
が痛くなる」など痛みに関する項目に高い負荷量が示されていたため “ 身体不定愁訴 ” と命名した。
第5因子は，4項目で構成される。「私は可能性に満ちた人間であると思う」「人より優れたなにかが
あるという感じがする」など自身への期待をもった感情が見受けられる項目に高い負荷量が示され
ていたため，“ 自己への無期待 ” と命名した。
信頼性の検討
　因子ごとに負荷量の高い項目群で下位尺度を構成しα係数を算出した結果，第1因子「孤立感」が
































































慮に有意に影響のあった因子は，「無価値感」（p=.02, OR 1.162, 95%CI［1.030-1.311］），「身体不定






自傷行為に有意に影響のあった因子は，「自己の無価値感」（p=.00, OR 1.205, 95%CI［1.059-1.372］）






感」（p=.00, OR 1.486, 95%CI［1.220-1.811］）「身体不定愁訴」（p=.00, OR 1.122, 95%CI［1.070-1.177］）
Table.4　思春期の心理的不適応チェックリストとK6・対人関係欲求尺度等の相関関係（n=369，2月調査時）












因子「無価値感」，第4因子「身体不定愁訴」は先行研究における心理的苦痛（Shneidman, 1993 ; 
Maltsberger, 1986 ; Runeson, B., 2002 ; Joiner et al, 2009）と同様にまとまった。一方で第5因子「自
己への無期待」は，無価値感の逆転項目のみがまとまる形で因子を構成しており予想と異なる結果
となった。「無価値感」と「自己への期待感」などの自己価値を図る尺度に Rosenberg による自尊感
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 The aim of this study was to develop a non-invasive and simple checklist for adolescents to 
measure depression and suicidal ideation to examine the validity and reliability. A questionnaire-
based survey was conducted on the 50 items of the checklist for 369 first-year junior high school 
students. As a result of factor analysis, the following five factor structures were identified: “sense 
of isolation,” “sense of being restricted and trapped,” “feeling of worthlessness,” “physical 
unidentified complaints,” and “no expectations of self”. The alpha coefficients were calculated to 
examine the reliability, and the values were satisfactory. Next, the validity of the construct was 
examined and confirmed. The effects of each subscale on depression/anxiety, suicidal ideation, 
and self-harm were examined by logistic regression analysis, and the effects of sense of 
worthlessness and somatic complaints were confirmed. Finally, future issues and limitations of 
the study were discussed.
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